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産
経
新
聞
「
談
話
室
」

　
　
　

欄（
二
月
二
六
日
）に
、
バ

　
　
　

ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
の

　
　
　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
日
本
代
表

　
　
　

選
手
の
服
装
問
題
に
寄
せ

　
　
　

ら
れ
た
新
潟
県
三
条
市
の

　
　
　

松
野
恵
一
さ
ん
の
声
。

『
人
間
は
外
見
よ
り
中
身
が
大
事

だ
、
と
い
う
ひ
と
が
い
る
。
確
か

に
人
間
性
は
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
の

ひ
と
つ
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
ま

ず
は
相
手
に
よ
い
印
象
を
与
え
る

こ
と
が
大
事
だ
。
第
一
印
象
が
い

い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
よ
い

印
象
は
ま
ず
服
装
か
ら
だ
。
印
象

を
判
断
す
る
の
に
要
す
る
時
間
は
、

心
理
学
者
に
よ
る
と
三
十
秒
か
ら

四
十
秒
だ
そ
う
だ
。
こ
の
第
一
印

象
は
、
良
く
も
悪
く
も
約
三
年
間

は
人
の
思
い
に
残
る
と
い
わ
れ
る

か
ら
驚
く
。
第
一
印
象
を
構
成
す

る
の
は
「
視
覚
」「
聴
覚
」「
内
容
」

の
三
つ
だ
が
、
そ
の
う
ち
視
覚
は

五
五
％
で
断
然
大
き
い
。
聴
覚
は

言
葉
遣
い
、
声
、
ト
ー
ン
な
ど
で

三
八
％
、
内
容
と
な
る
と
わ
ず
か

七
％
に
な
っ
て
い
る
。
身
だ
し
な

み
が
い
か
に
大
事
で
あ
る
か
が
分

か
る
。
お
し
ゃ
れ
は
自
分
ら
し
さ

を
求
め
て
自
分
の
た
め
に
や
り
、

身
だ
し
な
み
は
相
手
が
い
て
相
手

の
た
め
に
や
る
こ
と
。
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を

考
え
た
身
だ
し
な
み
が
で
き
て
、

本
当
の
お
し
ゃ
れ
が
で
き
る
と
い

う
も
の
だ
』　
　
　
　
　

（
好
）

白いドレスを身に纏い、
女声合唱曲集他７曲を演奏
する本学合唱団

　

第
32
回
定
期
演
奏
会
は
、
２
月

11
日
午
後
２
時
よ
り
、
栃
木
市
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ

れ
た
。

　

第
１
部
は
、
恒
例
の
本
学
合
唱

団
に
よ
る
学
生
歌「
芙
蓉
を
仰
ぐ
」

の
演
奏
で
幕
が
上
が
り
、
次
い
で
、

初
等
教
育
学
科
１
年
生
女
子
・
本

学
合
唱
団
２
年
生
・
本
学
合
唱
団

卒
業
生
に
よ
る
女
声
合
唱
の
た
め

の
唱
歌
メ
ド
レ
ー「
ふ
る
さ
と
の
四

季
」を
演
奏
。つ
づ
い
て
、初
等
教
育

学
科
１
年
生
男
子
・
２
年
生
全
員
と

室
内
楽
研
究
会
に
よ
る
混
声
合
唱

と
器
楽
合
奏
で
、「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」・「
夜
空
ノ
ム
コ
ウ
」を
演
奏
。

　

第
２
部
は
、
室
内
楽
研
究
会
の

部
員
に
よ
る
打
楽
器
五
重
奏
で
、

「B
a
c
c
h
a
n
a
le

」
と
「
イ
ン
ト
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
＆
ダ
ン
ス
№
２
」
が

演
奏
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
、
小
川

裕
二
教
授
に
よ
る
バ
リ
ト
ン
独
唱

「
落
葉
松
」
が
演
奏
さ
れ
た
。

　

第
３
部
は
、
本
学
合
唱
団
に
よ

り
、
女
声
合
唱
曲
集
「
地
平
線
の

か
な
た
へ
」
よ
り
４
曲
、
そ
し
て

「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
生
ま
れ

た
名
曲
」
３
曲
が
演
奏
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
厳
し
い
練
習

を
重
ね
て
き
た
学
生
は
、
客
席
か

ら
の
喝
采
を
浴
び
た
瞬
間
に
、
改

め
て
自
分
の
経
験
を
誇
り
に
感
じ

た
で
あ
ろ
う
。

　

12
月
13
日
、
第
２
回
栃
木
県
県

南
地
区
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
（
壬
生
町
中
央
公
民
館
）
に
、

室
内
楽
研
究
会
か
ら
打
楽
器
五
重

奏
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
金
賞
・

銀
賞
を
受
賞
し
た
。
金
賞
受
賞
チ

ー
ム
は
、
12
月
23
日
、
第
41
回
栃

木
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

（
栃
木
市
文
化
会
館
）
に
出
場
し

て
銀
賞
を
受
賞
し
、
栃
木
県
代
表

と
し
て
東
関
東
大
会
へ
推
薦
さ
れ

た
。
第
15
回
東
関
東
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
（
君
津
市
民
文
化

ホ
ー
ル
）
は
、
１
月
23
日
に
開
催

さ
れ
、
打
楽
器
五
重
奏
で
銅
賞
を

受
賞
し
た
。

　

２
年
生
の
就
職
内
定
状
況
は
、

一
昨
年
秋
以
降
の
経
済
不
況
の
影

響
を
受
け
、
当
初
の
予
想
以
上
に

厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
特
に
、

前
年
度
と
比
べ
て
昨
年
夏
以
降
の

求
人
数
が
激
減
し
た
こ
と
も
あ
り
、

苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、

今
年
１
月
28
日
、
２
年
生
で
就
職

が
内
定
し
て
い
な
い
学
生
限
定
の

セ
ミ
ナ
ー「
強
み
発
見
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」

を
、
有
限
会
社
ル
ー
マ
ス
代
表
・

強
み
引
き
出
し
研
究
所
所
長
三
井

豊
久
氏
を
講
師
に
迎
え
て
開
催
し

た
。最
初
に「
会
社
と
は
何
か
」「
仕

事
と
は
何
か
」
が
話
さ
れ
た
後
、

学
生
一
人
ひ
と
り
の
強
み
が
丁
寧

に
引
き
出
さ
れ
た
。
参
加
学
生
は
、

気
持
ち
が
楽
に
な
り
、
自
分
に
自

信
が
持
て
た
と
感
想
を
述
べ
た
。

自
己
を
知
る
意
味
を
理
解
で
き
た

よ
う
で
あ
る
。
参
加
し
た
学
生
が

そ
の
後
就
職
試
験
を
受
け
、
内
定

を
獲
得
し
た
報
告
も
続
い
て
い
る
。

　

１
年
生
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

に
引
き
続
き
企
業
等
の
厳
選
採
用

が
見
込
ま
れ
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
次
の
通
り
実

施
し
た
。
○
５
月
27
日
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
す
す
め
○
７
月
１
日

職
業
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
○
10
月

21
日
マ
イ
ナ
ビ
の
登
録
の
仕
方
と

活
用
法
○
10
月
21
・
28
日
就
職
模

擬
試
験
○
12
月
２
日
一
般
企
業
・

医
療
・
幼
稚
園
内
定
者
、
公
務
員

試
験
合
格
者
に
よ
る
先
輩
の
就
職

活
動
体
験
談
○
１
月
13
日
就
職
実

践
指
導
ガ
イ
ダ
ン
ス
○
２
月
10
日
、

公
務
員
・
教
員
・
保
育
士
ガ
イ
ダ

ン
ス
／
編
入
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

日
々
の
経
験
と
努
力
が
自
分
の

活
力
に
な
り
、
自
信
に
繋
が
る
も

の
で
あ
る
。
説
明
会
等
に
積
極
的

に
参
加
し
て
情
報
を
収
集
し
、
目

的
意
識
を
高
く
持
っ
て
就
職
試
験

に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
相
談

や
質
問
は
学
生
支
援
室
ま
で
。

東関東大会銅賞受賞の
打楽器五重奏
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